
陸上競技規則の変遷について

菅沼史雄・石井美弥子

1. は じ め に

スボ ー ツの内容をとらえるとき， その内容の範囲はかなりあいまいである。 しかし， そ
の本質的特徴は， 卓越性を求めて努力することである。 かたちのうえでは， 個人あるいは
チ ー ムといった形態をとるが， そこでは規定された限界内において， 相手よりも優れてい
ることを証明することが競争スボ ー ツの目的である。

社会生活の営まれているところにはル ー ルが必要であり， 存在するように， スボーツの
社会においても秩序を保っために， 参加する人々の間に共通に従がうべき規範がつくられ
ている。 スボ ー ツ社会における行動基準となるもののひとつにル ー ルがあるが， 運動競技
の各種目ごとにつくられているル ー ルは， スボ ー ツ社会の規範のなかでは最も明確なもの
である。 スボ ー ツ規範におけるルールは競争＝競技のためのものである。 すなわち， 競技
が安全かつ公正に能率的に行なわれるための準則であり， その背景には競走の本質的原理
である乎等の条件が設定されている。 スポ ー ツの中では単純な種目といえる走， 跳， 投の
陸上競技におけるル ー ルも他の種目と同様， 年々競技規則が改正されている。 それは何故
だろうか。 その理由としてまずいえることは， 人間の知恵の発達のために， 人間の能力が
最大限発揮できるような条件づくりがなされているからである。 記録の向上と非常に結び
つきの深い技術， 施設， 用器具への開発の努力がなされる限り ， 記録向上に有利な方向へ
改定されるだろう。 技術との関連においてみてもル ー ル＝競技規則というものは， つねに
技術的なレベルに応じたものが求められているゆえ ， 技術の高度化が規則の変更をもたら
し ， 規則の変更が技術の変化をもたらすといえよう。 また制約条件下のなかでの運動の合
目的性， 経済性の追求から新しい技術の開発， あるいは器材， 器具の開発がおし進められ，

結果に重要な価植が付与せられるようになったために， ル ー ルは著しく細分化され高度な
ものになってきた。 そのため現在では人問の能力をこえた機械の判定にまたなければなら
なくなっているところもでてきている。 たとえば今回のオリンピック ・ ミュンヘン大会に
おけるトラック競技の決勝線には， 決勝柱はおろかテ ー プもなく， 決勝審判員や計時員の
姿は全然みられず， 順位判定や時間の計測は機械装置にまかされ， 従来の決勝線というも
のから程遠いものになってきている。 また， 電気計時となってからは記録の頭打というこ

とも関連して計測も1/100秒というようにこまかくなってきた。 ル ー ルというものを余り

にも厳格に解するならば， いいかえれば科学化とそのひずみは， 一 例をあげるなら， スボ

ーツの中で単純といわれる陸上競技の記録が過去との比較はもちろん ， 現在における比較

もできなくなるような事態がひきおこされるのではないだろうか。 これらの問題も含めて

本稿においては， 現在までに入手できた資料において， わが国が国際的に進出するまでと，

国際的に共通のル ー ルがつくられて以後のル ー ル改変についてとらえた。
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2. 陸上競技の発展過程（競技会と組織について）

陸上競技は相手が いなくても成立する記録スボーツである が， 記録が海を渡るこ と によ
ってはじめて国際的なものになる。そこ には比較でき る共通の基準が求められるからであ
る。そこ で， 競技会の歴史と統轄組織すなわち， 国内組織の創設および国際陸上競技連盟

が 創設されるまでの発展過程をみてみる。
歴史的にみて最初の競技会とされているのは1864年5月5日Oxford の Ch rist

Ch urch Groundで行なわれたOxfordとCambridgeとの対抗競技会とされている。この

ときの種目と記録は次のとおりである。

100 yards 

440 yards 
1 mile 

B. S. Darbyshire (0.) 107 
2 
1 

B. S. Darbyshire (0.) 56. 0 
C. B .  Lawes (C.) 4:56.9 

120 yards hurdles A. W. T. Daniel (C.) 17-=-3 
4 

200 yards hurdles E. Wynne-Finch (C.) 267 4 3 

Steeplechase R. C. Garnet (C.) 10:00.0 
High jump F. H. Gooch (0.) 5 ft. 5 in. (1. 65 m) 
Long jump F. H. Gooch (0.) 18 ft. 0 in. (5. 48m) 

また， 最初の国際競技会としては， 1895年9月21日 New YorkのManhatta n
Fi eld で行なわれたNewYork Athletic ClubとLondon Athletic Clubの対抗競技
会である。（さほど重要と はされていないが， その前年にYale と Oxfordの対抗戦が行
なわれている。）このときアメリカは全種目優勝した。

100 yards 

200 yards 

440yards 

880 yards 

1 mile 

3mile 

Bernard W efers ,i 
5 

Bernard Wefers 21-=-3 
5 

Thomas Burke 49. 0 

Charles Kilpatrick 1: 525.— 2 
3 

Thomas Conneff 4:18-1 
5 

Thomas Conneff 15:36— 
5 
1 

120 yards hurdles Stephen Chase 15� 2 5 (loose toprails) 

Hight jump Michael Sweeney 6 ft. 57 5 
8 

in. (1. 97 m) 

Long jump Edwin Bloss 22 ft. 6 in. (6 86 m) 
Shot put George Gray 43 ft . 5 in. (13. 23 m) 
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(MEN) 
1--I-I-i—□I--1-1-―しI--!--I--

14 

15 

16 

17 

18 

19 

20 

21 

22 

23 

24 

25 

11 100 METER DASH 

21 200 METER DASH 

3 I 110 METER HURDLES 

41 400 METER HURDLES 

51 400 METER RUN 

61 800 METER RUN 

711,500 METER RUN 

81 400 METER RELAY 

91 1,600 METER RELAY 

10 I 5,000 METER RUN 

11 I 10,000 METER RUN 

121 3,000 METER STEEPLECHASE 

10,000 METER WALK 

20. 000 METER WALK 

50,000 METER WALK 

RUNNING BROAD JUMP 

POLE VAULT 

RUNNING HOP STEP AND JUMP 

RUNNING HIGH JUMP 

SHOT PUT 

DISCUS THROW 

HAMMER THROW 

JAVELIN THROW 

DECATHLON 

MARATHON 

13 

100 METER DASH 

200 METER DASH 

80 METER HURDLES 

100 METER HURDLES 

51 800 METER RUN 

611,500 METER RUN 

71 400 METER RUN 

81 400 METER RELAY 

9[ RUNNING BROAD JUMP 

10 I RUNNING HIGH JUMP 

111 SHOT PUT 

121 DISCUS THROW 

131 JAVELIN THROW 

141 PENTATHLON 
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第1表のつづき

OLYMPIC YEAR I I I I I I ] --I --^ニ---I I I --
(Discontinued Events) - --- -- —二二二
(MEN) 

1 / 60 METER RUN 

21 FIVE MILE RUN 

31 200 METER HURDLES 

4 i 2,500 METER STEEPLECHASE 

5 3,200 METER STEEPLECHASE 

6, 4,000 MFTER STEEPLECHASE 

I 8,000 METER CROSS COUNTRY 

8110,000 METER CROSS COUNTRY 

913,000 METER WALK 

10 I 3,500 METER WALK 

111 1O MILE W ALKI  
12 I TEAM RACE (RUNNING) 

13 I CROSS COUNTRY TEAM RACE 

14 I ALL-AROUND CHAMPIONSHIP 

15 I ST ANDING BROAD JUMP 

16 I ST ANDING HOP STEP AND JUMP 

171 56-LB, WEIGHT 

18 I DISCUS THROW-GREEK STYLE 

191 PENTATHLON 

20 i SHOTPUT (BOTH HANDS) 
21 [ DISCUS THROW (BOTH HANDS) [ 

22 I JAVELIN THROW (BOTH HANDS) 

23 I JA YELIN THROW (FREE STYLE) 

I 

1 1 --|―---

！ 

01 

l 

I 

I 

゜

゜0|0l o!oiOIO 

, --, 

ーローし」—I
， 

J. V. Grombach "Olympic Guide" A VON BOOK 1964より

Hammer Throw James Mitchell 
1 137 ft. 5~ in. (41.90 m) 
2 

近代スポーツの促進はオリンピック大会が行なわれたことに最大の原因があるが，こと

に陸上競技はオリンピックのメインニベントとされ，大きな恩恵をうけ，第1表のように，
第1回は 12種目であったが回を重ねるにつれ種目も増えミュンヘン大会では 37種目に
もなった。オリンピック大会が，性格，参加者共に真に国際的といわれるようになったの

は 1908年のロンドン大会からである。

このように，陸上競技はオリンピックとともに発展してきたのであるが，競技の発展過

程と関連のある，統轄組織＝国内組織についていくつかの国々についてみると，近代陸上

競技の発生地ともいうべき英国が 1880年， 以下ニュージーランド 1887年， アメリカ

1888年，ベルギー，カナダ 1889年，スウェーデン 1895年， ノルウェー 1896年， ォ
ーストラリア，チェコ・スロバキア，ギリシア，ハンガリー 1897年， ドイツ 1898年で

ある。陸上競技の国際的組織は 1912年の第5回大会のときに 16ヶ国が集まり，国際陸
上競技連盟 (I.A. A. F.）が創設され，第1次大戦のため中断したが， 1921年になって国
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際共通の競技規則と世界記録公認制度を決定したのである。このような歴史のなかで，ゎ

が国においては 1874年， 東京の海軍兵学寮で開かれた競争，遊戯会や， 1878年の札幌

農学校での遊戯会が日本での陸上競技のはじめとされている。 1883年 6月 16日， F.W.

Strangeの指導の下に行なわれた東京大学運動会が一時的には衰退があったが， 1911年

大日本体育協会が組織されるまでは日本の陸上競技の中心であった。しかし，しまじめのう

ちは運動会の域をでなかった。日本の陸上競技会が運動会時代から競技会時代へ急に転換

することになったのは， 1912年第5回オリンビック大会に参加してからであり， 1911年

大日本体育協会が組織され，競技会としてのオリンビック選手選抜競技会が開催された。

多くの問題をかかえていたが1924年には体協から国際陸連に加盟し， 1925年4月 18日，

日本陸上競技連盟が大日本体育協会から独立創設され，日本記録の公認，翌年には競技規

則を制定したのである。そこで，わが国が国際的に進出するまでのルールと，国際共通の

ルールができてからの改変について考察してみよう。（第2表）

3. 競技規則の改変について

現在の競技規則はつぎのような内容からなりたっている。（1)競技会を運営するところ

の競技役員およびその任務。 (2) 競技時間，競技の進め方，勝敗の決め方などの競技会規

則。（3)競技者のとくに技術的な行動の仕方を規定するところの競技規則。 (4)用器具の

規格についてである。これらの内容が毎年，改修正されるのは，スポーツのなかで単純と

いわれる陸上競技が，国際陸連の加盟国が現在， 140ケ国以上というように世界のすみず

みに普及しており，また，人間の知恵の発逹から不正，反則を未然に防ぐために，いろい

ろな事態を予想して規定を具体的に定められているからである。そのそこに流れている規

則の精神は公平無私にある。

競技規則のうつりかわりを年代別に区分すると， （1) I. A. A. F.が創設される以前のル

ール。 (2)I. A. A. F.が創設されたときのルール (1921年～1935年）。 （3)競技水準が

高度化のみちをたどりはじめた 1936年～1951年。 (4)1952年～1964年。 (5)1965年～

1972年にわけることができるだろう。 (2), (3)においてはルールはほとんど修正されな

かったが， （4), (5) においては施設，用具の発達から，それに適応するように競技技術

もかわり， 施設，用器具や競技技術に対する規定が改修正されているのが目立つ。（第3

表）それは人間の記録の向上への欲求の強さからルールの盲点をつくようなものがあらわ

れ，また，反則あるいは勝敗の判定がむずかしくなったからでもある。

(1) 初期のルール

日本で全国的な競技会がはじめて開かれたのは， 1911年羽田の運動場で行なわれた体

協主催の，第5回オリンピック派遣選手選考予選会である。また，日本選手権は 1913年

からはじめられたが，その時の審判および競技規定は，今村次吉が 1903年東京帝国大学

運動会のために編さんしたものを同氏が修正して使用した。オリンピック予選会も大同小

異であるが，それには投てき種目はなかった。今村次吉がつくったところの日本ではじめ

ての競技規則をみると，現在の細分化されたルールと違って非常に簡単なものである。内

容は，①審判長の任務，②競走の合図の仕方および反則に対するハンディキャップにつ

いて。③付添人の競技場入場禁止。④競技者に配布されるゼッケン。⑤ 100m競走，

リレー・レース，チーム・レース， 15里競歩， 走高跳，立高跳，走幅跳，立幅跳，棒高
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第2表 競技規則のうつりかわり

1 9 3 6 

く競技会の組織＞

役員

総務

審判長

監察員

召集員

跳耀審判主任および審判員

投てき審判主任および審判
員

跳躍記録員

投てぎ記録員

決勝審判主任および決勝審
判員

競歩審判員

計時主任および計時員

出発合図員

競走記録員

周回記録員

計測員（および器具係，戦
前まで

場内司令

新聞記者係

く競技総則〉

参加資格と申込

予選競技

競技

刺激剤の使用 (Dopping)

競技の順序

距離の測定

付添人

同成績

異議

日本記録および日本国際記
録

使用器具

跳躍競技

総則

走高跳

立高跳

-
0
0
0

ロ
ロ
ロ
ロ
0

0

0

八^
＾^
＾^
O

O

O

O

O

0

0

0

 

0
 0

^

 

計時員

1 9 5 2 

く大会役員〉

大会役員

秘書

技術総務員

上訴審判員

各審判員

審判員

召集員（出発合図員補助員）

記録員

公式検定員

通告員

く競技会規則〉

申込

ラウンド，予選と準決勝

競技会

刺激剤 (Dopping)

計測と計量

同着と同記録

日本記録と日本国際記録

公式陸上競技用具

走高跳立塵
く跳躍競技＞ （跳，走幅跳，二）

段跳，棒高跳

1 9 6 5 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

0

0

0

0

0

^

。^
O

O

0

0

0

 
0
 
0
 
0

0

0

0

0

0

0

 

0

0

 

0
 
0
 
0

0

0

0

 

く競技会役員＞

競技会役員

審判長

出発係

スターターおよびリコー
Jレ・スターター

公式計測員

申込み

予選式組合せ

同成績

抗議

世界記録， 日本記録と日本
国際記録

公跳陸上競技用器具

跳躍競技（走高跳，棒高跳，
走幅跳，三段跳）
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第2表のつづき

1 9 3 6 1 9 5 2 1 9 6 5 

棒高跳

走幅跳

立幅跳

三段跳

く投てき競技〉

総則

やり投

円盤投

砲丸投

重鍾投

ハンマー投

く競走競技〉

トラックおよび走路

決勝線

110mハードル競走

200 m ハードル競走

400 m ハードル競走

リレー

団体（チーム）競走

障害物競走

断郊競走

マラソン競走

く競歩〉

競歩の定義と規定

く混成競技〉

5種競技

10種競技

＜雑種競技〉

網引

く公式器具規格規定〉

跳躍用具規格

棒高跳用棒

踏切板

やり

円盤

砲丸

重鍾

ノヽ‘ノマー

ハンマー投用のかこい

投てき用サークル

0

0

0

0

 

立高跳と立幅跳

¥

J

 
，
 

羞円
l
 マ

’
 

ン
丸
り

ハ
砲
や

(

¥

 

＼
／
 
技競きて投＜

 
0

0

0

0

0

八

0

0

0

0

0

0

0

0

八

，
 

0゚

0

0

0

0

0

^

 

0゚

0

 

トラックとコース

スタートと決勝

リレー競走

チーム競走

クロスカントリー競走

く競歩競技〉

競歩競技

o }五種競技と十種競技

八

八

〈公式用具 (Implements)と
器具との規格〉

跳躍用具 (Standards)

踏切板（走幅跳と三段跳）

サークル

0

0

0

0

 

0

0

0

0

 

0゚

0

0

0

0

0

0

 

゜

゜0
0

0

0

0

0

 

0

0

 
0
 

スタートとフィニッシュ

く公式器具と規格＞

跳躍用器具

ハンマー投，
し、

円盤投用の囲
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第2表のつづき

1 9 3 6 

菅沼史雄・石井美弥子

ギリシャ形円盤投用台

砲丸投用足留材

投てき角度とその標示

投てき角度標示旗

決勝審判台

ハードル

バトン

発走材 (StartingBlock) 

1 9 5 2 1 9 6 5 

八

゜゜
足留材（砲丸投）

゜
゜
サークルあるぎい度は円弧から ゜
投げる投て角 I 

゜
角度標示旗

゜八

゜ ゜゜
リレーバトン

’iI 〇o ゚

゜
スターティングブロック

口 決勝柱
八く女子競技規則＞

役員

競技の順序

日本記録および日本国際記
録

跳躍総則

走高跳

投てき競技総則

80mハードル競走

83mハードル競走

断郊競走

5種競技

やり

円盤

砲丸

口あらたに付加された事項 〇内容は変らず A 削除された事項

＾

八

跳，ハムマー投，砲丸投，ベース・ボール用球投等の種目の簡単な技術的な行動の仕方が

規定されている。現行規則との相違点をあげると，競走における反則（不正出発）はハン

ディキャップがつけられて行なわれたが，現行のそれは，おなじ競技者が2回反則した場

合は失格とされている。 200m以上の競走はオープンであったのが（ただし2米以上先行

しなければ斜行することほできなかった。） 現行では， 400mまでの競走 (800mのスタ

ートより 100mまでと， 1600m リレーの 500mまではセバレートで行なわれている。）

とハードル競走はセバレートで行なわれる点などが異なっている。走り高とび等の同成績

の場合の処置が定められていないが，そのような問題がおこらなかったかどうかは疑問で

ある。この頃の競技会の状況をみると， 1913年マニラの第 1回極東大会へ大阪毎日新聞

社が2人の競技者を派遣し， 第3回大会 (1917年） が東京芝浦で開かれるなど活気を呈

してきた。 しかし，そこにはまだ規則の混乱があり， 1925年の極東大会（マニラ）での

退場事件などがもちあがった。 1925年連盟が創設されたが正式の競技規則がなかったの

で， 1925年 5月フランス文の国際陸連規約を翻訳して制定した。

(2) 国際陸上競技連盟の制定した競技規則

大日本体育協会は 1921年競技規則を制定したが， 国際陸上競技連盟の制定したもの
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(1921年）とほとんど同じで，それは現行規則にかなり近いものになってきている。'-'-

では役員およびその任務が明確にされ，また競技者の資格，すなわち，アマチュアである

かどうかについて資格委員会の判定によるところも目新しいものである。競技規則におい

ては，反則の出発におけるハンディキャップ，あるいはセバレートコースについては従前

のものと同じく，あたらしくハードル競走においてハードルを倒したときは，記録は認め

られるが着順は除外され，競走中3個以上倒したときはその競技より除名という厳しいも

のがつくられた。跳躍においては，走り高とびで脚部以外の部分が脚部より先に越え，着

地したときには正当な跳躍とは認められず，現在のようなベリー・ロール，背面跳のよう

なもスタイルは現われるすべもなかった。走り高とび，棒高とびのボーク・ラインも現在

はないものである。これは，走り高とびにおいてはバーの手前 0.91m, 棒高とびにおい

ては 4.55mのところに直線が引かれ，ラインを踏みこえることをボークと種し，ボーク

2回で1回の試技とし，バーを落したときも 1回の試技と見倣した。このことは競技会の

順調な進行をはかるために走り高とび2分，棒高とび3分以内に試技を終らなければなら

ないといったよう現行規則と同じ性質のものと考えられる。投てき競技においては（走り

高とび，三段とびも同じであるが）現在予選3回，決勝3回，計6回の試技ができるのほ

上位8名であるが，このときは上位4名とされている。 (I.F.の規則では上位6名になっ

ている）やり投げにおいては， 「投てき者は踏切棒を片足あるいは両足にて踏むことを得

れど，やりが地に落下せざる以前に足が踏切線を全く通過せるときはその投てきを無効と

す。」で現行の「ラインを踏めば無効試技」 よりは大部ゆるいものになっている。このよ

うに徐々に体裁をととのえていったのであるが，まだ不備なところもかなりあった。そし

て競技水準の高まりとともに競技規則の不備も目立つようになり， 1936年に新たに改定

された。

(3) 競技の高度化とルールの細分化について

1936年ベルリン大会を前に I.F.制定の規則が改正されたが，これは現行規則の基盤

となっているものである。第2表にみられるように各改正年度にかなり整理されてきてい

る。 1952年改正されるまでは修正は行なわなかったが， 1952年以後はかなり改・修正が

行なわれていることは第3表をみてもわかる。これは 1936年のベルリン大会を期して第

2次大戦に突入したためそのままにされていたのである。ここでは多くの改・修正が行な

われた戦後の規定あるいは改定された主な事項についてとりあげた。第3表にもみられる

ように 1956年のメルボルン大会のときは用器具を中心に改正され，東京，メキシコ大会

においては競技会規則を中心として改正されている。陸上競技規則は年々と細分化されて

いくが，そこにあらわれる改正や解釈の観点を整理すると，

(i) 科学の進歩にともなって用具，器具が合理的につくられ， すぐれた機能をもつよ

うになったためそれに対する規制。

(ii) 反則の制定において，できるだけ証拠を残すことが公乎であるという考え方。

(iii) いろいろな不正や反則の事態を予想して規定を具体的に定めたこと，等である。

つぎに改定された主な事項を列記する。

① トラック競技におけるスタートの合図について， 「用意」の合図があってから 1:::.0ス

トルが嗚る以前に，手や足が地上からはなれると不正出発とすること。スターターの位置

は，従来すべての種目において，競技者から等距離の位置でかけることにしていたのを，
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第3表 競 技 規 則 の

: 
第1部 ，競技会役員（大会役員）

111 競技会役員（大会役員）

112 総務
I 

I 113 !秘書

114 i 技術総務員

115 ：上訴審判員

'116 ！審判長（各審判長）

117 ：審判員

118 1 監察員

119 計時員

120 スターターおよびリコール・スターター
合図員）

121 i 出発係（召集員〈出発合図員補助員〉）

122 !周回記録員

1 123，記録員

124 場内司令

125 !通告員

126 I公式計測員

OLYMPIC GAMES 

I 

第2部

141 

I 142 

143 

144 

145 

146 

147 

第3
，競走競技

トラックとコース

スタートとフィニッシュ

ハードル競走

障害物競走

マラソン競走

リレー競走

チーム競走

クロス・カントリー競走

161' 

162 

163 

164 

165 

166 

167 

168 1 
I 

（出発

競技会規則

申込み

競技会

予選と祖合せ（ラウンド・予選と準決勝）

刺激剤

計測と計量

同成績（同着と同記録）

抗議（異議 <Proteste〉)

148 !世界記録， 日本記録と日本国際記録（日本記録
i 日本と固際記録）

149 9 公式陸上競技用器具（公式陸上競技用具）

（スタートと決勝）

Helsinki, I l 
I 

I 
Melbourne 

1952 I 1953 I 1954 ; 1955 I 1956 
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＾削除および一部削除
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改，修 正 にこ つ し、 て
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第3表のつづき

OLYMPIC GAMES Helsinki Melbourne 
1952 1953 1954 1955 1956 

第4部 跳立躍幅競跳技が （走わ高跳， 走幅）跳， 三段跳） （立高跳，
加っていた

171 総則 八―—□ □ 八一— 口
172 走高跳

173 棒高跳 八ーロ 八 口
174 走幅跳

175 三段跳 口

第5部 投て）き競技（やり投，円盤投，砲丸投，ハンマ
一投

181 総則 口八ーロ
182 やり投 八一—

183 円盤投

184 砲丸投

185 ノヽ‘ノマー

第6部 投競歩競技

191 競歩競技 一^口 ロ

第7部 混成競技

195 五種競技と十種競技

第8部 公式用器具と規格（公式用具と器具との規格）
201 跳躍用器具（跳躍用具） 八ーロ
202 棒高跳用棒 ーロ

I ＾一
203 踏切板（走幅踏と三段跳） 口
204 やり 口
205 円盤 口
206 砲丸 口
207 ，，ヽンハマー ーロ

208 ，，ヽンマー投，円盤投用の囲い（ハンマー投用の 八 ーロかこしヽ）

209 サークル

210 足留材（砲丸投） ーロ
211 サークルあるいは円弧から投げる投てき角度
212 角度標示旗

213 ハードル 口 八ーロ
214 リレー・バトン

215 スターティソグ・ブロック

216 決勝柱 口
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Rome T1o9k6y4 o Mexico 
1957 1958 1959 1960 1961 1962 1963 1965 1966 1967 1968 1969 1970 1971 

I I 

口 ーロ

ロ

一^
Aーロ

ーロ
一^口ロ ーロ

ーロ

＾ 一^ーロ

Aーロ

口 八ーロ ーロ

ロ

＾ 

ーロ
一^口

ーロ

ロ

八一—

一^
ロ

ーロ
ロ
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直線のスタ ー トにおいては側方にうつしてもよくなったこと。 また， より正確な出発を期
するためにリ コ ー ル ・ スタ ー タ ー を設けたこ と である。

② ト ラ ック競技において走る距離が短か く なったと判断した場合は失格とするという
考え方が明確にされたこと， これは コ ー ナ ー で白線を踏むと反則 ということであるが， ハ

ー ドル競走やリレ ー において隣りの走者を防害しないかぎり， コ ー ナ ー で外側を踏むとか，
直走路で内側， 外側の白線の外にでても， 競技者の走る距離は短かくならないので救って
よいという考え方である。 また長距離競走でせりあう場合， 内側の走者が外側から押され
て フ ィ ー ル ド に足を踏みこんだ場合も同様の解釈である。

③ オ ープンで行なわれる競走では， 追抜いたときは ， 前の走者から 2 m 先んじてか
らでないと内側に入ってはいけないという規定が削除され， 故意 に横切ったり， 押したり，
防害すれば失格するというように抽象的に改められた。 そのため， 反則を未然に防 ぐため
に 800 m においては最初の 100 m を， 4 X 400 m においては 500 m までをセ パレ ー ト
にして， 防害行為を少なくしようとしている。

④ 決勝順位の考え方がかわったこと， これは従来は順位の判定は走者の身体が決勝線
を通過することを前提として， 胴体が決勝線に到着した順序をもってきめていたが， 現在
では身体の全部が決勝線を通過 し なくてもよいとなった。 このため判定が難しくなり， 現
在では写真判定機を用いてい る 。

⑤ ス タ ー ト ・ ラ イン， ゴ ー ル ラ イン， リレ ー のテ ークオー バ ー ゾ ー ンの ラ インの性格
を明らかにし， 白線 5 cm は走距離内に含まれることとし， ス タ ー トの白線は手をかけて
はいけないこととして， また， ゴ ー ルの白線は走距離に含まれないこととしたのである。
これらのことは戦前までは莫然としていた。 オ ープン競技におけるス タ ー ト ・ ラ インは，
現在では どの競技者もほぼ等しい距離を走るように カ ー ブのある ラ インがひかれ競技が行

' なわれているが， これは公平の精神に則したものといえよう。 4 X l00 m リレ ー ， 4 X 200 

m リレ ー のテ ー クオ ー バ ー ゾ ー ンがはっきり白線で示され， 両側の白 線は どちらも 20 m

の距離内で， 中央の白線は出発線と同じようにひかなければならない。 更にリレ ー の記録
向上とともに準備助走のできる 10 m 手前の プル ー ラ インが設けられ， これは記録の更新
という面からみてかなりの好影響を与えている。

⑥ フ ィ ー ル ド競技で ぐずぐ ずしている競技者は 失格させられるという規定， これは棒
高とび 3 分， それ以外の種目は 2 分という時間が 決められ， その時間内に試技をしなけれ
ばならなくなった。 このことは競技運営の面からも， また， 競技者に対して公平の原則を
適用したことは 画期的な規定である。

⑦ 走り高とびにおいて従前の ダイ ビン グ禁止の規定がかきあらためられ， 片足で踏み
切 らなければならないとし， 頭や手が先にバ ー を越えるス タ イルのとび方一ーベリ ー ロ ー

ルや背面跳があらわれた。 また， 踏切足のスパイク ・ シ ュ ー ズの裏側に弾力 性のある ゴ ム
をはりつけるものがあらわれたために， 靴底の厚さが 13 mm を越える靴をは くことは禁
止され， かかとの厚さは靴底の厚さより6mmを越えてはいけないとされた。

⑧ 走り幅とび， 三段とびの踏切板の先にある Plasticine Indicator に踏切足が足跡
を残せば無効となり， 残さなければ有効とすること。 立幅とびと立高とびが削除され， 三
段とびで使わない方の足が地面にふれると1 回の無効とすること。

⑨ 走り高とびや棒高とびの順位の決め方について決められたこと。 これは ® 同記録
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になった高さを早くとん だ者より ， ＠ 無効試技数の少ないもの， ⑥ 試技全体数の少ない
ものの順に順位を決め， ＠ 決められない場合は， 第 1 位の と きに限り失敗 した高さで 1
回の追加試技あるいは， バ ー を下げたり 上げたりしてきめる 。また， パ スは同じ高さでも
異なる高さでも 3 回つづけて行なうことが出来るというバ スの規定が明確にされた。

⑩ サ ー クルで行なう投てき種目においては， 投てき後サ ー クルの後半部から出なけれ
ば無効とすること。 またサ ー クルから投げる投てき競技は 「90 度の角度をなす線の内側
の端の両端内に落ちたものが有効」 であったが， 現在では砲丸投 65 度， 円盤 ， ハンマ ー

投は 45 度に規定された。 このことは記録が伸びたために一定方向に投げなければ危険で
あるためであろう。 注(1973 年からは 砲丸投 も 45 度に改め）

⑪ やり投の投てき線が直線で行なわれていたものが 円 弧に変った こ とは， 計測が合理
的に行なわれるようになった。

⑫ 投てき物の規格が厳密に規定された。 とくに 「やり」 においては Dick Held が考
案したものが ， 従前のものとくらべて非常に滑空性があり， 飛距離も一段 と 伸びたので
「やり」 の規格が一段と厳しいものとなった。 T度この頃， やり投において 「 円盤投式」 の
投法が工夫され， 投てき距離も 100m をこすものもあっ たため， 投てき終 了までは投てき
方向に背面をむけてはいけないことも規定された。

その他， ス タ ーテ ィ ン グ ・ フ ロ ック， ボ ー ル ボックス ， あるいは助走路を使用する種目

におけるマ ー クの使用は， グラン ドに穴を堀ったり ， 傷をつけたりすることを禁止した。
これは競技者が， 皆同じ条件で競技ができるように 考えられたものであり ， 更に， オー

ル ・ ウ ェ ザ ー の ト ラ ッ ク， 助走路， コ ンク リ ー ト 製のサ ークルの考案 は， 平等の条件で競
技ができるように配慮されたものである。 また， 投てき競技の進歩により ， その安全性を
確保するためにかこいが設けられ （ハンマ ー 投， 円盤投）， 投てき ニ リ ア の許容角度もせ
ばめられてきた。 （ハンマ ー 投， 円盤投， 砲丸投） 安全性の面からは， 走り高とびや棒高
とびの着地場のマッ ト の改良もあげられる。 これは， 技術の発達に関して大きく貢献して
し ヽる。

結 語

今なお年々競技規則は改正されつづけているが， いつになったら完全な規則となりうる
かは予測できない。 公平に競技ができるようにとの配慮から改正されるのではあるが， 細
かく規定して競技者をしばりつけることは， スボ ー ツの求めている本来の姿ではない。 機
械化による勝敗の正確な判定は認められるとしても， 短距離のス タ ー トのように， 不正か
否かの出発の確認は人間の目で行ないながら， ゴ ー ルにおいては 1/100 ,秒単位という人間
の目では判定できないことを機械にやらせている。 砲丸投げを除く他の投てき競技の測定
単位が 2cm であるのとくらべると， ち ぐ は ぐな面が目立つ。 短距離のように記録の短縮
が年々むづかしくなっていく種目においては 1/1000 秒単位で判定する時代がくるかもし
れない。現に ミ ュ ンヘン大会の水泳競技においては 3/1000 秒差で金， 銀をわけた種目も
ある。 それは競技の高度化とともに ， 結果に重要な価植が付与せられるようになったため
であろう。 また規則の解釈の仕方， たとえば 「やり」 の改良により滑空性が高くなって落
下角度が小さくなり， 落下した痕跡をめ ぐる規則の解釈の仕方のちがい等もでてきている。
いざこざなく競技が 円 滑に進行する時代がくれば， 規則の改定のあゆみを止めるであろう
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が， 人間の限 り な い 欲求があ る 限 り ， 記録的に有利な方向 に改定 さ れ る であ ろ う 。

なお ， ま だ多 く の 改定が な さ れたが， こ れ ら の 事項について は他の機会にゆず り た い。
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